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要旨  

 

本研究の目的は新興国企業の国内市場におけるプレゼンスの大きさとパススル

ーの関係を明らかにすることである．日本の多くの市場では近年，中国に代表

される新興国企業のシェアや競争力の高まりが注目されている．このことはパ

ススルー，すなわち為替レートや外国企業の生産費用の変動が財の輸入価格・

国内価格に転嫁される率にどのような影響を及ぼすだろうか．本研究はこの問

題を理論・実証の両面から検討する． 

理論面では，日本では中間財貿易が重要な地位を占めていることを考慮に入れ

る．例えばある外国から日本に中間財を供給する企業群の市場シェアが高まっ

た場合，これらの企業は同じ財を供給する日本企業に比べて競争上優位に立つ

ことになる．また日本にいる取引相手企業に対する価格支配力も高まる．こう

いった側面を考慮に入れるために本分析では売り手・買い手双方に寡占構造が

存在するモデルを構築する．このモデルの基礎は Hendricks and McAfee (2010)の

双方寡占モデルである．これを対称的な 2 国からなる動学モデルに拡張したう

えで名目価格粘着性を導入する．このモデルを用いて，外国企業のシェア拡大

がパススルーを高めることが示される． 

一方，実証面では，産業レベルデータを用いた分析を行う．ローリング推定の

手法を用いて，為替レートや外国のコスト要因が日本の輸入価格・国内価格に

パススルーされる率を，期間を少しずつずらしながら推定する．ここからパス

スルー率の時間的推移が求まる．これを当該産業における輸入品シェアの推移

と比較することを通じて，両者の間に何らかの相関が見られるかを検討する．

分析対象とする産業は繊維品，鉄鋼，プラスチック製品である．その結果，特

に繊維品において，中国からの輸入品シェアが上昇するにつれて為替レートや

中国での価格変動が日本への輸入価格に与える影響が強まる傾向があることが

確認できた．鉄鋼とプラスチック製品についても一部でモデルと整合的な結論

が得られた． 


